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研究成果を国際誌に公開 
～伝統的な里山管理は根っこから斜面を安定させる！～ 

 
１ 概要 
  兵庫県立農林水産技術総合センター（森林林業技術センター）と東京大学、名古屋大

学、京都大学、福知山公立大学、兵庫県立大学との共同研究グループは、放置された里山

に多く生育するヒサカキについて、個体あたりの幹数の違いが斜面の土壌崩壊注 1 に及ぼ

す影響を世界で初めて明らかにしました。この結果は、幹を間引く伝統的な里山管理の意

義を科学的に支持しており、放置里山の具体的な管理手法の裏付けとして期待されます。 
 なお、本研究成果は 2 月 16 日に CATENA 注２で論文公開されました。 
（詳細は、別添の参考資料のとおり） 

注１ 土壌崩壊：滑り面にある岩盤上部に載っている、厚さ 0.5-2 m の表層土壌

が滑り落ちる現象のこと 
注２ CATENA：地形の発達や景観生態学に関する独創的なフィールド調査等

を記述した原著論文を掲載する学際的な土壌科学の国際専門誌 
 
 
２ 研究成果のポイント 

(1) ヒサカキの詳細な根系調査から（写真）、幹数の違いにより根系構造が異なることを

明らかにしました。 

(2) 複数幹のヒサカキは株近くで根が競争し成長が抑制されるため、斜面で倒伏しやす

く土壌崩壊時の滑り面を形成しやすいことが分かりました。 

(3) 幹を間引く伝統的な里山管理は、斜面を安定させることが期待されます（図）。 

 
３ 今後の取り組み 

 伝統的な里山管理が斜面を安定させる成果を周知するため、放置里山の土壌崩壊防

止力を高める管理手法として、技術誌、フォーラムでの情報発信と、森林ボランティア

講座の実習等で普及啓発を行い、現場への定着を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 ヒサカキ根系を丁寧に掘り出した様子 (a)は単数幹の上面、(b)は単数幹の側面

から撮影 

里山に多くみられる 
ヒサカキの根系を詳細調査 
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ヒサカキ 

図 複数の幹をもつヒサカキを単数幹化する伝統的管理 複数幹化は攪乱に対する

反応である一方、伝統的管理による単数幹化によって、土壌崩壊に対する抵抗力を

高める 


